
もちつきを通して地域の絆を深める

ぺったんぺったんおもちつき

東農信用金庫から坂祝町に助成金交付

１１月１0 日（日）勝山公民館において「勝山

田んぼの楽校ＩＮ豊年感謝祭」が開催され、地

区の住民や子どもたちがもちつきや花もち作り

を楽しみました。

これは勝山伝統文化を守る会（会長　小島利成

さん）が子ども会や町内ボランティア団体など

の協力により開催したもの。もちつきには、９

月に収穫したもち米が使用されました。参加者

はつきたてのおいしいおもちを味わった後、正

月飾りの花もちを作り、新年を迎える準備をし

ました。

１１月２１日（木）坂祝幼稚園にて、毎年恒例

のおもちつきが行われ、園内に餅をつく音と園

児らの歓声が響きました。

シニアクラブの皆さんと保護者の方々の協力

の下、年少から年長の園児まで臼に入ったおも

ちを子ども用の杵で順番に「１、２、３、４…」

の掛け声に合わせて、楽しそうにおもちつきを

体験しました。

ついたおもちはみんなで味わい、おかわりする

子もいるほど大盛況でした。

１１月２０日（水）、東濃信用金庫の佐藤広実常

務理事が坂祝町役場を訪れ「とうしん地域振興

協力基金」として、町へ１０万円の助成金が贈

られました。これは坂祝町の活性化のために贈

られ、今年度は坂祝町デイサービスセンター及

びサンライフさかほぎのカラオケ機器更新設費

用に充てさせていただきました。

11/10

11/20

11/21

▲ 佐藤常務理事（左）

8


